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＜連絡事項＞

・8/24(金)　13：30～五日市規様　地域復帰支援検討会（参加予定：木村）

　プレミーティングは13:15から行う予定。

・8/30(木)31(金)　17：30～18:30　第2回法人研修　場所：メンタルケア病棟4階

　テーマ「上手な自己表現とメンタルヘルス」　講師：小嶋彩香TOL

・8/21(火)22(水)17:10～18:10　看護グループ内研修　対象：看護・介護スタッフ全員

　テーマ「救急対応について」　講師：宮澤Ns、鳥谷部Ns、谷川Ns、木村Ns、畑中Ns、新山Ns

・8/24(金)　11:10～11:40　17:10～17:40　看護グループ内研修　対象：介護中級・上級

　テーマ「精神疾患からくる生活障害」　講師：藤原百合子Ns

· 医療機能評価に向けて、カルテ整備・環境整備（特に詰所）に努めること。

＜青明舎登録者情報交換＞

・鈴木　茂子様～定期訪問実施。室内は掃除されており、整理整頓できている。度々姉が本人宅に来て、食料を差し入れてくれたり食事に出掛ける度等様子を見てくれている。小遣い帳の確認を行うと記入漏れ等ないが、タバコの本数が増えており、一日2箱は吸っているとのこと。「タバコのまとめ買いをするとすぐ無くなってしまうから毎日必要な分だけ買っている」と話すが、お金が余るとタバコを6箱まとめ買いをしており、話の内容が矛盾している。タバコの本数を減らすことを提案したところ、「体やお金のことを考えるとそうだよね」と話している。友人と集まり麻雀をしたことはまだ無いが、冬に向けて準備をするとのこと。道具等は皆でお金を出し合って購入し、本人が管理する予定。トラブルとならないよう気を付けて欲しい旨話している。

・高柳　和子様～定期訪問実施。室内は、扇風機は使用しているが、窓を閉め切って蒸し暑い状態であり、「ウトウトして眠ってしまうことがあるから、窓を開けておくと心配だ」と話されている。熱中症の危険もある為、上窓だけでも開けるよう促している。13日から16日までデイケアを盆休みとしており、どこにも出掛けず部屋で過ごしていたが、落ち込むことがあったとのこと。外出はお金がかかると話すため、ふらっとの利用を促している。スーパーに買い物に行っても、小さい子供を見ると甥や姪のことを考え疲れて何も買わずに帰ってきてしまったと話す。頓服薬(リスパダール)を服用しようかと思ったが、「このままではダメだ」と考え直し、再度買い物に行ったら、欲しい物を買うことが出来たと嬉しそうに話している。色々な気持ちを持ちながら、自分なりの対応をしていることを評価している。

・松川　順子様～8/16来所。「最近、母の体調が悪く、心配していたら夢の中にも母が出て来てあまり眠れず、体調も優れなかったためデイケアを欠席したが、調子が良くなったため青明舎の食費代を支払いに来た」と話している。ＮＨＫ受診料の免除が出来るか質問あるため、免除出来ることを伝え、障害福祉課へ申請しに行くよう伝えている。

・我満奈津紀様～定期訪問実施。「娘の付き添いやお盆の帰省などで疲れて、部屋を片付ける元気がない」とのことで、部屋の中は物が散らばっている状態である。自分がふらっとにいる時、友人（高田マキ様）が来所しても、面倒で話し掛けず、メールも来るが、返信していないとの事。友人とは無理ない付き合い方をしていき、対応について心配な場合は相談するよう伝えている。娘が進学し自分が一人になった時に、果たして一人で生活していけるか、将来は就労したいと考えているが、本当に現実になるのか心配になるとのこと。就労が大きい目標となるのなら、今はその目標を実現するために、小さい目標を達成させていく期間なのではないかと伝えている。

・前野　義勝様～定期訪問実施。本人より、部屋の絨毯を新しい物に変えたいと話がある。そのためには荷物の整理をする必要があることを話すと、どれを片付けていいのか分からないとのこと。使用していない物は自分で処分しておき、次回訪問時に片付けについて話し合うこととしている。8/9から河原木内科より禁煙補助剤「チャンピックス」を処方され服用しているが、昨夜飲み忘れたと話しており、河原木内科に確認するよう話している。

・上川原　豊様～定期訪問実施。両手の指間全部に裂傷あり、「痛い」と話している。原因を聞くと、洗剤の使い過ぎとの事。月曜に受診を考えていると話す。熱中症対策として、水分補給時に塩を混ぜたりして工夫して摂取している。調理しても傷むのが早いので、簡単な料理しかしないと話している。

・清水　泰雅様～定期訪問実施。本人にデイケアの利用状況について聞くと、遅れて来所することが多いと話す。眠気が取れず二度寝してしまうことを原因に挙げている。担当医からデイケアに行けないようなら青山荘入所も考えると言われたことを振り返り、このままの状態では青山荘利用に近付いていることを話すと、自分でも分かっていると話している。母様も、青山荘のような訓練の場を利用しながら、将来の準備をして欲しいと話しているが、本人は青山荘利用は考えたくないとのこと。それならば、家庭という生活訓練の場で、本人に役割を持ってもらい、期間を設けて実践して貰うことで、本人は自信を付け、家族は安心感を得る事が出来ること、もし出来なかった場合は、青山荘利用等を考えていくことを提案する。本人は①自分の衣類は自分で洗濯し、片付ける②本人と父が一緒に夕食を取るので、二人分の後片付けを行う③デイケアの無遅刻利用の3点を挙げており、1ヶ月間頑張ってみるとのこと。母様に、本人が頑張ると話しているので、家族の皆さんに何も手助けしないという協力をして欲しいことをお願いする。母様は本人に改善してほしい点として、朝夕のトイレの長居や、長時間の洗面所の占領等を話しており、本人も直していくとの事。本人から家族に対して言いたい事は特に無いと言う。女性が多い家族構成なので、もし言いにくい事があるなら、ノートに書く等してみるのも一つの表現の仕方である事を話している。通所でも本人の目標を共有し、本人が達成できるようかかわっていくこととなっている。

・平　京子　様～定期訪問実施。風呂の湯の蛇口から水が出ないとのことで、スタッフと一緒に操作方法を確認している。食事は毎日の積み重ねが大切なことをスタッフから伝え、パン１個などよりも、ご飯とおかずをバランス良く摂取することを勧めている。腰骨の辺りが痛むので滝沢整形外科に通院し、塗り薬と内服薬を処方してもらっている。障害者手帳が２級になって生活保護からの受給額が変更になるか気にしていたため、障害者加算の分は多少変更があるかもしれないが、生活保護費自体は変わらない旨を説明すると「病院のＰＳＷに8000円くらい低くなると聞いたが、それ以上低くなるか心配だった」と答えている。

・高田　マキ様～8/17青明舎登録について話し合い実施。本人になぜ青明舎を利用したいと思ったのか確認すると、１.就労場所の紹介と、２.生活訓練の場所と話している。１.について本人は、将来の就労のために障害者就業・生活支援センターみなとの利用を考えており、みなと利用のためには青明舎の登録が必要と考えたようなので、その必要はないこと、青明舎で就労場所の紹介はしていないこと、みなとにも相談支援事業所の清里が併設されていることを説明している。2.については、生活訓練の場所は青山荘がふさわしいこと伝えると、生活に関する相談のアドバイスして欲しいとのことだった。また、以前青明舎登録解除した経緯を振り返り、もし青明舎登録をする場合は、①相談がある場合は来所することを基本とし、電話は相談日や時間を決めるだけとすること②スタッフに対する苦情や指名は受付けないことを確認している。また、8/18特定スタッフの名前をあげ、相談があるから話をしたいと話す。特定スタッフは、青明舎のスタッフではないこと、また、スタッフの指定は受け付けていないことを本人へ説明している。

・板橋　利美様～8/18(土)3：15グループホームあおめの入居者（大久保康弘様）より、本人がお腹が痛いとうずくまっていた為、救急車を呼び、赤十字病院へ運ばれたと電話あり。入院時は姉様が付き添っていたが、病状の詳細については今後兄様から連絡を受ける予定である。入院は2週間以上になると情報を受けている。

・平　康子　様～以前、刺し子を通所の作業時間にやることを提案していたが、まだ通所で取り組む様子が見られていない。通所スタッフから声がけし、刺し子に取り組むよう促していくこととする。

＜利用者様情報＞

・久保　清美様～主治医より血糖値が高いことを指摘されているが、薬がなかなか効かないとのこと。自覚症状としては、倦怠感や視力低下があると話す。他院の診察を受けたいとのことで受診してきたが、紹介状が必要とのことで診察を受けることができなかったと話し、落ち込んでいる様子が見られる。本人は食事に気をつけているが、血糖値が良くならないことから服薬に対し不信感を持っている様子。

・船場　幸子様～午前中、顔色不良みられ、来所時90/61㎜Hg、脈拍72回/分、11:30体温34.9度、血圧106/66㎜Hg、脈拍64回/分と血圧低値見られている。その後少し休むことで落ち着かれている。

＜疾患別診療計画書作成＞

松川　順子様(33)女性　診断名：統合失調症　主治医：川端Dr

治療歴

H8～H20　計3回の入退院を繰り返す

H13授産施設「ベル・エポック」利用

H14カフェレストラン「茶居花」就職

H17～H19グループホーム「チェリーハウス」入所

H20～H23青山荘入所

H20～デイケア利用開始

現症

・アパートでの単身生活においての不安ごとは相談・対処できている

・朝の二度寝により、デイケアを遅刻する事が多い。自身も気にかけ、主治医へ相談することができている。服薬調整行っているが、行動変化は見られていない。

利用目的

基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人技能の改善

作業・持続性の維持・向上、病識を身につける

現状

・単身生活はもうすぐ1年であり、継続することができている。

・朝起きることができないことに対しては、目覚ましをギリギリにセットすること等様々方法を提案しているが、改善見られない。

・わずかではあるが、来所時間が早くなってきている。

・青明舎では、生活保護の申請手続きを行っている。

・就寝前薬の服用時間が、青山荘入所時は20時だったが、現在は22時である為、早めに服用することも提案しているが、実際に行っているかは確認していない。

検討結果

・母様の具合を心配し、夜眠れないことがあった為、睡眠状況や体調についても確認していく必要がある。

・以前朝用事があった際に早く来所することができていた為、デイケアで役割があれば早く来所することができる可能性もある為、本人に確認し、計画に追加していく。

＜外来情報＞

・森田　清助様～暑さを訴えているが、夏バテではない様子。禁煙中だが、煙草を吸いたい欲求はあるとの事。

・菅原　信正様～特定スタッフが通所に配属になったことで、皆がピリッとするのではないかと思っているとの事。

・植村　廣隆様～飲酒について確認すると、「飲んでません。ちょっとは飲んだけど」と矛盾したことを話している。

・松林　政道様～2週間不調が続いており、下痢症状がある。下痢止めとPL顆粒が処方となる。

・松村　勉　様～先週脱水症状になったことを報告している。汗臭さが感じられる。

・繁名　和恵様～口渇があり、精神安定剤が減薬となっている。

